
 
 
 
 
 

2025 年 IEC トーマス・エジソン賞を受賞して 
 

IEC TC 82 国際議長 

早稲田大学 

近藤 道雄 

2025 年 10 月 15 日から 19 日までインド、ニューデリーにて IEC 総会が開催されました。会期

初日の標準管理評議会（SMB: Standardization Management Board）において、SMB 議長（IEC 副

会長）の Mr. Vimal Mahendru 氏から 2025 年 IEC Thomas A. Edison Award を拝受いたしました。 

この賞は 2010 年に創設され、IEC における TC/SC な

どの委員会の国際議長や国際幹事の中から、委員会の効

率的な運営を通じて顕著な成果を挙げた人物や、IEC に

献身的なサービスや顕著な貢献をした人物に与えられる

もので、今年は 9 名が受賞しました。このような権威の

ある賞をいただき大変光栄に思います。 

私の受賞は TC 82（太陽光発電システム）国際議長と

しての貢献が評価されたものです。これも、ひとえに TC 

82 の国内審議団体である (一社)日本電機工業会、経済

産業省 国際電気標準課、IEC-APC 事務局の皆様、そし

て SMB 関係者の皆様のご支援、ご協力の賜物です、心

より感謝申し上げます。 

TC 82 は 1981 年に設立され、米国 George Kelly 氏を

幹事として現在 48 ヶ国の P メンバーと 9 ヶ国の O メン

バーから構成されています。対象は太陽光発電に関する

太陽電池セル、モジュール、パワーコンディショナー、

その他周辺機器、部品、架台、システムに加え、最近では多様なアプリケーションごとに水上 PV、

車載 PV、建築一体型 PV なども取り扱うようになっています。太陽光発電は再生可能エネルギー

の柱の一つとして低炭素化社会の実現には不可欠なものとなっています。世界の導入量は着々と

増えており、現在世界の導入量は 2 テラワットを超えたところです。このような背景もあって、

TC 82 の活動は非常に活発であり、参画しているエキスパートの数は 500 人を超え、これまでに

発行された規格の数は 171、現在進行中のプロジェクトは 95 にのぼる IEC でも有数の規模を誇っ

ています。 
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<本年に受賞された皆様ともに> 



私は 2016 年から 9 年間国際議長を務め、この間に 150 件以上の国際規格を主導してきました。 

これは TC 82 内の活動のみならず、TC 8、TC 120 ならびに、ISO TC 160 との JWG における

連携活動、ISO/IEC 等の国際標準化団体外である SEMI(Semiconductor Equipment and Materials 

International)や国際規格の前段階の活動を行う PVQAT(The International Photovoltaic Quality 

Assurance Task Force)などとの多様な連携活動を通じて達成されたものです。ここに改めて関係

各位のご尽力とご指導に感謝申し上げたいと思います。2020 年から約 3 年間は COVID-19 の感染

拡大により実会議が開催できないという課題に直面しました。その中でリモート会議をうまく活

用して標準化を停滞させることなく活動を続けられたエキスパートの皆様のご努力には深く敬意

と感謝の意を表したいと思います。これはひとえにこれまでの標準化活動の中でのエキスパート

同士の信頼関係に基づいたコミュニケーションのおかげと言えると思います。このような信頼関

係は一朝一夕にできるものではありません。長い期間かけて、対面会議、リモート会議の場を通じ

て培われてきたものであると思います。私自身がこのコミュニティに参加するようになって強く

感じたのはエキスパートがお互いの活動に対して常に敬意を払い、しかし率直な議論を交わす真

摯な空気でした。これはこの TC の財産とも言えるものであり、それを大事にしていくことを常に

心がけてきたつもりです。 

その一方、COVID-19 の影響は悪いことばかりではありませんでした。TC 82 は参加国の数が多

いこともあって、P メンバーがプレナリ会議で一堂に会するという機会がほとんどありませんで

した。特に南米やアフリカ諸国のメンバーはプレナリ開催地が OECD 諸国に偏っていることもあ

って、参加が難しいという状況にありました。そのことは参加意欲にも影響があり、会議に参加し

ていない国は投票に対しても消極的であるという傾向がありました。そこで、私は国際議長とし

てできるだけ多くのＰメンバーにプレナリ会議および投票に参加してもらえるように呼びかけを

続けるとともに、プレナリ会議はできるだけアジア、ヨーロッパ、アメリカ諸国がリモートで参加

できるように時間帯を調整し、かつ幹事と相談して、プレナリ会議では最終決議はしない。議題を

上げ、議論をしたのちに投票で決議を行うということにしました。その結果いわゆる inactive P-

member の数をほぼゼロにすることができました。全く音沙汰がなかったアフリカのある国から

プレナリ会議に参加され、これからは自分が責任を持って参加する、とおっしゃっていただいた

ときは本当に感無量でした。 

これらの活動と成果は国際幹事の Gorge Kelly 氏、副議長の Zhengxin Liu 氏、副幹事の Liang Ji

氏、IEC オフィサーの Chia Anson 氏との協働によって成し遂げられたものです。改めて感謝申し

上げたいと思います。 

  最後に、ご推薦を頂いた TC 82 国内委員会、IEC-APC、経済産業省、SMB の関係者皆様にお礼

申し上げます。今後も、IEC のさらなる発展に微力ながら尽力していく所存です。引き続き皆様か

らのご指導ご鞭撻を頂戴いたしたく何卒よろしくお願い申し上げます。ありがとうございました。 
以上 

 


